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1.業務目的

沖縄本島の公共交通は、モノレールのある那覇市内の一部を除いてバスに依存しており、この20年間、沖縄

本島の路線バスの走行距離は横ばいの状況であるものの、利用者数は減少しており、近年の少子高齢化の
進展や自動車への過度の依存など公共交通を取り巻く環境は厳しい状況にあります。
また、管内では2020年までに立地することが決定している「MICE施設」「モノレール新駅」において、当施設と

公共交通機関との接続に係る検討が進んでいない状況にあり、これは、地方自治体の交通担当者や関係事
業者において公共交通に関する課題の把握、解決の方向性に関する知識が不足していること等が原因と考え
られます。
前述課題に対応すべく、他県での成功事例や、管内で3年以内に改行した商業・観光施設等の周辺状況に関

する情報を収集分析し、今後立地予定の施設において参考となる「公共交通網のあり方」を関係自治体・事業
者等と共に検討し、併せて、公共交通施策の効果的な展開を図る機会に繋げる基礎調査を実施します。

2.業務内容



■業務の概要
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3.実施方法
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A）基礎データ収集・整理等 ※第１回意見交換会配布資料4：モニター調査の実施概要参照
●既存拠点の立地直後の交通流動データの収集・分析

＜概要＞
管内で過去3年以内に開業した商業・観光施設などの立地前後での交通流動の変化と対応施策（道路整備、
駐車場、公共交通整備）について整理する。

施設名 区間 時間帯 年月

イオンライカム 330号線

瑞慶覧⇔胡屋

7時～19時 2015年4月、2016年4月

北谷ヒルトン 58号線

北前⇔国体道路入り口

7時～19時 2014年4月、2015年4月、
2016年4月

県立南部医療センター 82号線

崎山⇔上間

7時～19時 2012年4月～2016年4月まで毎年4

月

宜野湾コンベンションシティ 58号線

牧港⇔海浜公園入り口

7時～19時 2012年4月～2016年4月まで毎年4

月

→それぞれ4月中旬の平日5日間の平均から1日のそれぞれの時間帯の交通量・速度を算出

■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析



9

■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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■公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析
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●公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析

1） バス+モノレール1日乗り放題「バスモノパス」の利用状況
・「バスモノパス」の購入できる那覇バスターミナル、モノレール各駅に切手不要の葉書アンケートを
購入時に配布し、返送してもらう。

アンケート葉書配布期間 ： 2016年10月1日～12月28日
回収数 ： 17通

アンケート結果

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

バスモノパス発券枚数の推移

H25 H26 H27

 観光目的での利用が多いが、県民での日常生活利用も一定数存在。

 H26年までは「ゆいゆい号」運行と合わせての利用プロモーション機会が存在したが、H27年度は運行を休
止した関係で、利用者が低下した。

◇認知経路

対象者（n=17） 23.5 17.6 17.6 5.9 35.3

その他

駅・バス

営業所

で

人から聞

いて

ﾓﾉﾚｰﾙ・バ

ス会社ｳｪﾌﾞ

ｻｲﾄで

インター

ネット検索
で

◇利用利点

対象者（n=17） 47.1 35.3 11.8 5.9

その他

市内を巡

るのに便

利

時間を効果

的に使える

モノレールと

バスの乗継

が自由

◇利用目的

対象者（n=17） 41.2 11.8 29.4 17.6

その

他
観光 仕事

日常

生活

■バス+モノレール1日乗り放題「バスモノパス」の利用状況
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●公共交通利用促進メニューを検討するための基礎データ収集・分析

2） 高校生通学定期券の利用状況

※第２回意見交換会配布資料4「モニター調査報告」参照。

■高校生通学定期券の利用状況
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●実施概要

■実証調査/実施概要

A）バス停表記モニター

現存する商業施設・観光施設等の間を路線バスで移動することを前提に、バス停表記の内容を確認し、実際に
路線バスに乗車し移動する。

B）昼間時間帯モニター
乗車時間帯を「概ね10～16時」とすることを条件に、モニター限定で運賃負担額を「半額」とし、同時間帯の利用
促進効果の有無を調査。

C）高齢者「バスモノパス」利用モニター
高齢者（65歳以上）をモニターとして「バスモノパス（バス+モノレール１日乗り放題乗車券）」の料金負担額を「半
額」として購入してもらい、高齢者の外出機会の増加や路線バス・モノレールの利用促進効果の有無を調査。

D）マイカー通学高校生モニター
マイカー通学する高校生をモニターとし、モニター限定で運賃負担額を「半額」とし、利用促進効果に有無を調査。
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■実証調査モニター募集方法

●モニター調査

【第1次募集】募集期間：8月29日（月）～9月16日（金）

＜バス停表記チェックモニター、昼間時間帯モニター、高齢者モニター＞
• 市町村広報誌掲出：6誌（那覇市、浦添市、宜野湾市、豊見城市、中城村、北中城村）
• 新聞広告（モノクロ半3段）：2紙（9月11日付琉球新報・沖縄タイムス）
• 募集ポスター・チラシ配布（チラシ1704枚・ポスター112枚）：29箇所
（官公庁・自治体、大学、老人クラブ連合会、沖縄都市モノレール、東陽バス、イオン琉球等）

• モノレール各駅チラシ設置：9月1日（木）～9月16日（金）・イオン琉球各店チラシ設置：9月8日（木）～9月
16日（金）

• インターネット広告：１箇所（公募ガイド、9月1日（木）～9月16日（金））
• ウェブサイトへの掲示（沖縄総合事務局、アカネクリエーション）

＜高校生通学モニター＞
• 県立高等学校協力依頼：9校（北中城高、コザ高、普天間高、浦添商業高、陽明高、首里高、首里東高、
那覇国際高、西原高）

• 沖縄県教育庁への協力依頼、教育庁を通じた対象高への依頼、各校への説明
• 高校生向けポスター各校2枚配布（計18枚）

【応募状況】
バス停表記チェックモニター：18名、昼間時間帯モニター：1名、高齢者モニター：6名（うちキャンセル1名）
高校生通学モニター：18名（うちキャンセル4名）

【第2次募集】募集期間：9月16日（金）～9月30日（金）

＜バス停表記チェックモニター、昼間時間帯モニター、高齢者モニター＞
• 募集チラシ・ポスター掲示（継続）：29箇所（掲示終了していた施設3カ所へは再掲示依頼）

（官公庁・自治体、老人クラブ連合会等）
• 募集チラシ追加配布（690枚）：23箇所（老人クラブ連合会、県立図書館、市立図書館、各市立公民館）
• バス運転席後部ポスター掲出3社、30台（沖縄バス㈱：10台、㈱琉球バス交通10台、那覇バス㈱10台）
• ウェブサイトへの継続掲示（沖縄総合事務局、アカネクリエーション）

• ウェブサイトへの掲示（ごーやードットネット、公募ガイド、おきなわのうわさ話、バスマップ沖縄、りゅうひゃ
く（琉球百貨辞典））9月23日～

＜高校生通学モニター＞
• 県立高等学校協力依頼：9校（期間延長にともなう再協力依頼：北中城高、コザ高、普天間高、浦添商業
高、陽明高、首里高、首里東高、那覇国際高、西原高）

【応募状況（累計）】
バス停表記チェックモニター：29名（うちキャンセル1名）、昼間時間帯モニター：4名、高齢者モニター：6名（うちキャン
セル2名）、高校生通学モニター：20名（うちキャンセル8名）
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【第3次募集】募集期間：9月30日（金）～10月11日（火）

＜バス停表記チェックモニター、昼間時間帯モニター、高齢者モニター＞
• ウェブサイトへの掲示:3箇所（ごーやードットネット、公募ガイド、とくんちゅ）9月28日～
• インターネット広告:１箇所（てぃーだブログトップページ9月29日（木）～10月6日（木））
• 募集チラシ再配布（720枚）：24箇所
（官公庁・自治体、老人クラブ連合会、県立図書館、各市立図書館、各市立公民館）

• チラシデータ送付：11箇所（官公庁・自治体、掲示終了していた施設への再送付）

＜バス停表記チェックモニター、昼間時間帯モニター、高齢者モニター、高校生通学モニター＞
• 新聞広告（モノクロ半2段）：2紙（10月4日付琉球新報・沖縄タイムス）

＜高校生通学モニター＞
• 県立高等学校追加協力依頼：6校（那覇高、那覇西高、小禄高、那覇工業高、那覇商業高、中部商業高）
• 沖縄県教育庁への追加協力依頼、教育庁を通じた対象高への依頼、各校への説明
• 高校生向けポスター各校2枚配布（計8枚）那覇高データのみ、那覇商業高資料のみ

【応募状況（累計）】
バス停表記チェックモニター：52名（うちキャンセル2名）、昼間時間帯モニター：9名（うちキャンセル4名）、高齢者モニ
ター：10名（うちキャンセル3名）、高校生通学モニター：37名（うちキャンセル14名）

【第4次募集】募集期間：10月12日（金）～11月14日（月）

＜昼間時間帯モニター、高齢者モニター＞
• 募集チラシ再配布（865枚）：56箇所
（老人クラブ連合会、県立図書館、各市立図書館、各市立公民館、病院、大学、カルチャーセンター、
スポーツクラブ、市民体育館、県立武道館）

• チラシデータ送付：11箇所（官公庁・自治体）

【応募状況（累計）】※11月14日現在
バス停表記チェックモニター：52名（うちキャンセル2名）、昼間時間帯モニター：12名（うちキャンセル5名）、高齢者モ
ニター：12名（うちキャンセル4名）、高校生通学モニター：46名（うちキャンセル30名）

●モニター調査

■実証調査モニター募集方法
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■実証調査モニター募集方法

●モニター調査（ヒアリング内容）

バス停表記モニター：目標数には到達
昼間時間帯モニター：13名不足
高齢者モニター：12名不足
高校生通学モニター:4名不足
応募問合せ時、キャンセル時のヒアリングであげられた主な理由は下記の通り。

＜昼間時間帯＞

・【金銭的なインセンティブにならない】半額といえども定期券でトクになるほど、利用しない→（自己負担があるので
損になる）
・【市外→市内、市外→市外に該当しない】市内線で利用したい、市外線利用だが市内のみの利用
・【時間帯が該当しない】9時台での利用開始、20時以降の帰宅（シフト勤務者）
・【定期だとバス会社が限定される】間に合うためには別のバス会社も利用したい→かえって経済的負担になる

＜高齢者＞

・【那覇バスが通行しない】那覇市内だが市外線しか通っていない

＜高校生＞

・【金銭的なインセンティブにならない】半額といえども定期券でトクになるほど、利用しない→（自己負担があるので
損になる）
・【定期だとバス会社、乗降エリアが限定される】
※本人は希望したが、定期代を出す保護者が「乗らないのでは」難色を示して断念するケースもみられる。
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■モニター募集チラシ・ポスター

●バス停表記チェックモニター・昼間時間バス半額モニター・「バスモノパス」シルバー半額モニター向け

●マイカー通学高校生向け
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【第1次募集】8月29日（月）～9月16日（金）

■週刊ほ～むぷらざへの掲載（沖縄タイムス副読紙）
掲出日：2016年9月1日（木）

■各市町村広報誌への掲載（9月号）
・なは市民の友
・広報うらそえ
・広報北中城
・広報なかぐすく
・市報ぎのわん
・広報とみぐすく

■モニター調査実施内容
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【第1次募集】8月29日（月）～9月16日（金）

■沖縄タイムス、琉球新報への新聞広告の出稿
掲出日：2016年9月11日（日）モノクロ半3段

■公共施設等へのポスターの配布

■モニター調査実施内容
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【第1次募集】8月29日（月）～9月16日（金）

■インターネット広告：公募ガイド

■ウェブサイトへの掲示（沖縄総合事務局・アカネクリエーション）

【一般向け】 【高校生向け】

■県立高等学校協力依頼：9校 ※訪問協力依頼

●協力依頼高等学校

■モニター調査実施内容
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【第2次募集】9月16日（金）～9月30日（金）

■ウェブサイトへの掲示：5箇所

【沖縄のうわさ話】

【公募ガイド】 【りゅうひゃく（琉球百科事典）】

【バスマップ沖縄】

【ごーやードットネット】

■モニター調査実施内容
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【第2次募集】9月16日（金）～9月30日（金）

■公共施設等へ のチラシ・ポスター配布、掲出依頼

2016/9/30締切 2016/10/11締切
9/23送付 部数 10/5再送付 部数

沖縄県 交通政策課 ○ 30
那覇市 都市計画課 ○ 30
浦添市 都市計画課 ○
豊見城市 都市計画課 ○
宜野湾市 秘書広報課 ○
西原町 広報課 ○
与那原町 広報課 ○ ○
北谷町 広報課 ○
北中城村 企画振興課 ○
中城村 企画課 ○ ○
沖縄市 都市計画課 ○
豊見城市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
糸満市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
与那原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
南風原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
那覇地区老人クラブ連合会 社会福祉協議会 ○ 30 ○ 30
かりゆしシニアクラブ（沖縄市老人クラブ連合会） ○ 30 ○ 30
北谷町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
北中城村老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
中城村老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
西原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
浦添市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
県立図書館 奉仕班 ○ 30 ○ 30
中央図書館 ○ 30 ○ 30
首里図書館 ○ 30
石嶺図書館 ○ 30
繁多川図書館 ○ 30
小禄南図書館 ○ 30 ○ 30
西原町立図書館 ○ 30 ○ 30
中央公民館 ○ 30 ○ 30
小禄南公民館 ○ 30 ○ 30
首里公民館 ○ 30 ○ 30
若狭公民館 ○ 30 ○ 30
石嶺公民館 ○ 30 ○ 30
繁多川公民館 ○ 30 ○ 30
ほしぞら公民館 ○ 30 ○ 30

23 26 24

■モニター調査実施内容
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【第2次募集】9月16日（金）～9月30日（金）

■バス運転席後部ポスター掲出：9月29日（木）～10月6日（木）
■掲出台数：3社、計30台（沖縄バス㈱10台、㈱琉球バス交通10台、那覇バス㈱10台）

※バス運転席後部画像はイメージです。

■県立高等学校協力依頼：9校 ※電話、メール送付による継続協力依頼

●協力依頼校

■モニター調査実施内容
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【第3次募集】9月30日（金）～10月11日（火）

■ウェブサイトへの掲示：3箇所

【ごーやードットネット】 【とくんちゅ】【公募ガイド】

■インターネット広告：てぃーだブログトップページ掲出

■掲出期間：９月２９日（木）～１０月６日（木）

■モニター調査実施内容
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【第3次募集】9月30日（金）～10月11日（火）

■公共施設等へのチラシ・ポスター配布、掲出依頼

2016/9/30締切 2016/10/11締切
9/23送付 部数 10/5再送付 部数

沖縄県 交通政策課 ○ 30
那覇市 都市計画課 ○ 30
浦添市 都市計画課 ○
豊見城市 都市計画課 ○
宜野湾市 秘書広報課 ○
西原町 広報課 ○
与那原町 広報課 ○ ○
北谷町 広報課 ○
北中城村 企画振興課 ○
中城村 企画課 ○ ○
沖縄市 都市計画課 ○
豊見城市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
糸満市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
与那原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
南風原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
那覇地区老人クラブ連合会 社会福祉協議会 ○ 30 ○ 30
かりゆしシニアクラブ（沖縄市老人クラブ連合会） ○ 30 ○ 30
北谷町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
北中城村老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
中城村老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
西原町老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
浦添市老人クラブ連合会 ○ 30 ○ 30
県立図書館 奉仕班 ○ 30 ○ 30
中央図書館 ○ 30 ○ 30
首里図書館 ○ 30
石嶺図書館 ○ 30
繁多川図書館 ○ 30
小禄南図書館 ○ 30 ○ 30
西原町立図書館 ○ 30 ○ 30
中央公民館 ○ 30 ○ 30
小禄南公民館 ○ 30 ○ 30
首里公民館 ○ 30 ○ 30
若狭公民館 ○ 30 ○ 30
石嶺公民館 ○ 30 ○ 30
繁多川公民館 ○ 30 ○ 30
ほしぞら公民館 ○ 30 ○ 30

23 26 24

■沖縄タイムス、琉球新報への新聞広告の出稿

■掲出日：10月4日（火）モノクロ映画横半2段

■県立高等学校協力依頼校

■モニター調査実施内容



33

【第4次募集】10月28日（金）～11月14日（金）

■公共施設等へ のチラシ・ポスター配布、掲出依頼、チラシデータ送付

＜対象：昼間時間帯バス半額モニター・「バスモノパス」シルバー半額モニター＞

11月上旬

ご連絡日 11月1日送付 配布枚数

沖縄県 沖縄県 11月10日

那覇市 11月10日

浦添市 11月10日

豊見城市 11月10日

宜野湾市 11月10日

西原町 11月10日

与那原町 11月10日

北谷町 11月10日

北中城村 11月10日

中城村 11月10日

沖縄市 11月10日

豊見城市老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

南風原町老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

那覇地区老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

県立図書館 10月28日 ○ 20

ほしぞら図書館 10月31日 ○ 15

若狭図書館 10月28日 ○ 15

中央図書館 10月28日 ○ 15

首里図書館 10月31日 ○ 15

繁多川図書館 10月31日 ○ 15

小禄南図書館 10月28日 ○ 15

中央公民館 10月28日 ○ 15

小禄南公民館 10月28日 ○ 15

首里公民館 10月28日 ○ 15

若狭公民館 10月28日 ○ 15

石嶺公民館 10月28日 ○ 15

繁多川公民館 10月28日 ○ 15

ほしぞら公民館 10月28日 ○ 15

豊見城中央病院 10月28日 ○ 20

大道中央病院 10月28日 ○ 20

沖縄赤十字病院 10月28日 20

那覇市立病院 10月28日 ○ 20

浦添総合病院 10月28日 ○ 20

医療法人八重瀬会　同仁病院 10月28日 ○ 20

琉球大学病院 10月28日 ○ 20

千原キャンバス 10月28日 ○ 20

琉球大学 10月28日 ○ 20

沖縄キリスト教学院大学 10月28日 ○ 20

沖縄大学 10月28日 ○ 20

県立芸術大学 10月28日 ○ 20

沖縄女子短期大学 10月28日 ○ 20

沖縄県立看護大学 10月28日 ○ 20

商業施設 イオン具志川 10月26日 ○ 100

ウエル・カルチャースクール　真地本校 10月28日 ○ 20

沖縄タイムスサービスセンター

タイムスカルチャースクール
10月28日 ○ 20

ジスタス/那覇（対象：職員） 11月1日 ○ 15

ジスタス/浦添 10月28日 ○ 20

カーブス/伊祖 10月28日 ○ 20

那覇市民体育館 10月28日 ○ 20

浦添市民体育館 10月28日 ○ 20

豊見城市民体育館 10月28日 ○ 20

沖縄県立武道館 10月28日 ○ 20

合計 56 865

公民館

図書館

老人クラブ

連合会

自治体

公共施設

大学

カルチャーセンター

・スクール

病院

スポーツジム

11月上旬

ご連絡日 11月1日送付 配布枚数

沖縄県 沖縄県 11月10日

那覇市 11月10日

浦添市 11月10日

豊見城市 11月10日

宜野湾市 11月10日

西原町 11月10日

与那原町 11月10日

北谷町 11月10日

北中城村 11月10日

中城村 11月10日

沖縄市 11月10日

豊見城市老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

南風原町老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

那覇地区老人クラブ連合会 10月28日 ○ 20

県立図書館 10月28日 ○ 20

ほしぞら図書館 10月31日 ○ 15

若狭図書館 10月28日 ○ 15

中央図書館 10月28日 ○ 15

首里図書館 10月31日 ○ 15

繁多川図書館 10月31日 ○ 15

小禄南図書館 10月28日 ○ 15

中央公民館 10月28日 ○ 15

小禄南公民館 10月28日 ○ 15

首里公民館 10月28日 ○ 15

若狭公民館 10月28日 ○ 15

石嶺公民館 10月28日 ○ 15

繁多川公民館 10月28日 ○ 15

ほしぞら公民館 10月28日 ○ 15

豊見城中央病院 10月28日 ○ 20

大道中央病院 10月28日 ○ 20

沖縄赤十字病院 10月28日 20

那覇市立病院 10月28日 ○ 20

浦添総合病院 10月28日 ○ 20

医療法人八重瀬会　同仁病院 10月28日 ○ 20

琉球大学病院 10月28日 ○ 20

千原キャンバス 10月28日 ○ 20

琉球大学 10月28日 ○ 20

沖縄キリスト教学院大学 10月28日 ○ 20

沖縄大学 10月28日 ○ 20

県立芸術大学 10月28日 ○ 20

沖縄女子短期大学 10月28日 ○ 20

沖縄県立看護大学 10月28日 ○ 20

商業施設 イオン具志川 10月26日 ○ 100

ウエル・カルチャースクール　真地本校 10月28日 ○ 20

沖縄タイムスサービスセンター

タイムスカルチャースクール
10月28日 ○ 20

ジスタス/那覇（対象：職員） 11月1日 ○ 15

ジスタス/浦添 10月28日 ○ 20

カーブス/伊祖 10月28日 ○ 20

那覇市民体育館 10月28日 ○ 20

浦添市民体育館 10月28日 ○ 20

豊見城市民体育館 10月28日 ○ 20

沖縄県立武道館 10月28日 ○ 20

合計 56 865

公民館

図書館

老人クラブ

連合会

自治体

公共施設

大学

カルチャーセンター

・スクール

病院

スポーツジム

■モニター調査実施内容
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■モニター調査票/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査票/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査票/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査票/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査票/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査票/昼間時間バス半額モニター
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■モニター調査票/昼間時間バス半額モニター
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■モニター調査票/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査票/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査票/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査票/マイカー通学高校生モニター
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■モニター調査票/マイカー通学高校生モニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/バス停表記チェックモニター
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■モニター調査結果/マイカー通学高校生モニター
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■モニター調査結果/マイカー通学高校生モニター
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■モニター調査結果/マイカー通学高校生モニター
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■モニター調査結果/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査結果/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査結果/「バスモノパス」シルバー半額モニター
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■モニター調査結果/昼間時間バス半額モニター
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■モニター調査結果/昼間時間バス半額モニター
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■モニター調査結果/昼間時間バス半額モニター
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■モニター調査結果/昼間時間バス半額モニター
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関係自治体、公共交通事業者及び有識者による第１回意見交換会を実施した。
モニター調査の実施概要の説明、既存拠点立地前後の交通環境の推移を報告した。
※配布資料4は全書「既存拠点立地前後での交通環境の変化」参照。
※別添資料参照。「第１回意見国官界配布資料」（資料7は実施中止となったので省略）

 開催日時 ：平成28年10月14日（金）16：00～17：30
 開催場所 ：イオンモール沖縄ライカム イオンホールA
 進 行 ：大井尚司大分大学経済学部准教授
 出 席 者 ：関係自治体、公共交通事業者、有識者
 会議内容 ：①モニター調査実施概要・既存拠点立地前後の交通環境推移（沖縄相総合事務局）

②基幹バス構想、Ｐ＆Ｒ、コザ胡屋交通結節点（沖縄県）
③アワセゴルフ場跡地開発（北中城村）
④沖縄都市モノレール延長事業と交通結節点（沖縄県都市モノ課・沖縄都市モノレール）
⑤与那原町説明資料（与那原町）
⑥リニアバスターミナル運用イメージ・エリア別整備イメージ（沖縄市）

■第1回意見交換会/概要

●意見交換会の開催

主な意見交換のポイント

 既存拠点の立地前後の交通流動の変化として
「イオンモール沖縄ライカム」開業直後より緩和したが、交通量の増加
「北谷エリア」混雑度は改善傾向
「県立南部医療センター」識名トンネルの開通があり、道路拡幅で混雑度は改善傾向
「宜野湾コンベンションシティ」車利用が中心でイベント開催時には周辺道路の渋滞が慢性化

 ライカムを公共交通網の新拠点として可能性と役割について
・沖縄県では「那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市地域公共交通総合連携計画」中でバス網再構築
ネットワークの理念があるが、効率的な方法が課題となっている。素案としては国道５８号線を中
心としてルートに対して輸送力が高く定時速達性を備える基幹バスを導入し、周辺地域には基幹
バスと結ぶ支線バスを開設してサービスの向上を図るもの。
・アワセゴルフ場跡地は今後徳洲会病院、イオンモール沖縄ライカム、ＬＮＧサテライト設備として液
化天然ガスタンクが完成予定。また、無電柱化が事業化。多目的アリーナ、隣接して村民体育館、
民間のスポーツクラブとの交渉を行っている。伴って、このエリアとイオンモール沖縄ライカム、徳
洲会、剣道を歩道橋で結びつける計画である。その後に家やマンションが建設予定されている。

路線数の少ないところでは自動車通勤が9割を占めている。ライカムを結節点として公共交通への転
換へ繋げるために。利用者層、管理上のトラブル、ライカムとの利害関係について構築を考えている。

公共交通利用環境改善の一環として「ＯＫＩＣＡ］の導入、バスレーンの延長を行っており、現在はバス
停のアップグレード化を行っている。

ライカムの前も混雑しているが、そこに至るまでの道路に関して渋滞個所があることで定時制の確保
につながらない。一体的に拠点とすることで定時速達性が担保できる可能性が高い。

既存の施設とタイアップ等を考え、収入性の高いところに資源を投入できるよう、お互いできる範囲の
意見を出し合いながら広域で会議を続け発展に結びつけ、今後の発展につなげる。

 次回以降の意見交換会のテーマについて
・沖縄市コザ～胡屋間に基幹バス、支線バスの相互乗換ができる「リニアバスターミナル」について
・総合結節点と位置付けられているてだこ浦西駅に併設されるパーク＆ライド駐車場、サイクル＆ラ
イド実証実験について
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■配布資料1：議事次第
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■配布資料2：出席者名簿
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■配布資料3：配席図
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■配布資料4：利用促進に向けたモニター調査の実施概要
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■配布資料6：（沖縄県交通政策課）基幹バス構想、パーク＆バスライドについて
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■配布資料6：（沖縄県交通政策課）基幹バス構想、パーク＆バスライドについて



74

■配布資料8：(北中城村)アワセゴルフ場跡地の整備について
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■配布資料9：（沖縄県都市モノレール課）沖縄都市モノレール延長事業と交通結節点整備
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■配布資料9：（沖縄県都市モノレール課）沖縄都市モノレール延長事業と交通結節点整備
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■配布資料10：（浦添市）交通結節点としてのてだこ浦西駅について
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■配布資料11：（与那原町）1.与那原町位置図
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■配布資料11：（与那原町）2.与那原町総合交通基本計画
Ⅱ 現状および課題  

 

 

 

 

 

与那原町総合交通基本計画(案) 

 

Ⅰ 基本計画の概要 

Ⅱ 現状および課題 

 

 

 

 

 

平成 28 年 10 月 14 日 

 

与那原町 

Ⅱ 現状および課題  

 

－目次－ 

 

Ⅰ 基本計画の概要                           

１．計画の目的、位置づけ、背景 ··········································· 1 

２．計画の目標年次 ························································ 3 

３．上位・関連計画の整理 ················································· 4 

 

Ⅱ 現状および課題                            

１．与那原町の概要（位置、地勢、沿革等） ································ 13 

２．与那原町の現状 ······················································· 16 

３．交通に係る現状 ······················································· 33 

４．交通に係る課題 ······················································· 52 

 

＊以上、本会議での報告・議事 

＊以下、第 2回で報告・検討 

 

Ⅲ 交通に係るまちづくりの将来像                    

１．基本理念・基本方針 

２．将来のまちづくりにおける交通体系の検討（町内および広域） 

３．将来交通公共ネットワーク（町内および広域） 

４．将来道路交通ネットワーク（町内および広域） 

５．その他の交通体系（海上・航空等） 

 

Ⅳ 目標の設定                             

１．基本目標 

２．目標と評価について 

 

Ⅴ 目標達成の施策                           

１．将来像の実現に向けた必要施策の検討 

２．実現に向けた取り組み 

３．評価・検証・改善の仕組み 
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■配布資料11：（与那原町）3.与那原町公共交通空白地域
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■配布資料12：(沖縄市）リニアバスターミナル運用イメージ
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■配布資料13：（沖縄市）エリア別整備計画図
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■第1回意見交換記録写真
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■第２回意見交換会/概要

第2回意見交換会：「交通結節点の利用性向上」に関する意見交換

開催日時 ：平成29年1月18日（水）14：00～15：30
開催場所 ：浦添市産業振興センター・結の街 3F 大研修室
進行 ：大井尚司大分大学経済学部准教授
出席者 ：沖縄県交通政策課、北中城村、沖縄市、公共交通事業者、有識者
会議内容 ：①利用促進モニター調査報告（沖縄総合事務局）

②那覇空港から路線バス利用促進調事業説明（沖縄総合事務局）
③公共交通環境イノベーション事業説明（沖総合事務局）
⑤「わった～バス党」座談会（沖縄県）
⑥「サイクル＆バスライド」実証実験（浦添市）

主な意見交換のポイント

 利用促進モニター調査報告

・「バス停表記チェックモニター」基本的な時刻、最寄バス停は現行のバス停でおおむね判別でき
るがモニターが重視する路線図、目的地までの所要時間の目安は現行のバス停ではわからな
い。

・「マイカー通学高校生モニター」利用しやすいが、乗換、待ち時間、運行回数、運賃に足して課
題。

・「「バスモノパス」シニア半額モニター」外出機会の増加、路線のわかりやすさ、移動のしやすさに
評価。乗務員の対応、快適さへの課題。

・「昼間時間バス半額モニター」時間帯限定に対しての評価を得たが目的地までの所要時間に対
して難点として挙げられた。

 公共交通環境イノベーション事業説明
・沖縄担当鶴保大臣が沖縄の渋滞が人々の生活や経済に悪影響を及ぼしているのではないかと
危惧されて有識者懇談会を立ち上げた。
・南城市ではバスの自動運転の実証実験を行った。実現に向けブラッシュアップを行い実現化に
向けた技術的な取り組みを行う。
・公共交通の利便性の向上として最新型交通情報端末の導入による交通結節点創出調査を考え
ている。

イオンモール沖縄ライカムがＰ＆Ｒの結節点として機能を果たせれば地域振興にもつながるが、今後
住居が建設され、車の増加が懸念される。結節点を創出することによってバスの遅延緩和、定時制の
確保にもつながる。施設が増えることで起こる道路の要領に限界への対策をセットに検討する必要が
ある。

ゆいレールのＰ＆Ｒ駐車場はどこも満杯。ライカムへ拠点を置くにはライカムへのメリットも考える必
要がある。周辺市町村を含めて実証実験的な施策も検討中。

高速バスを使ってＰ＆Ｒを視野に入れて考えると利用活性化につながる可能性がある。乗継による
バス運行について、ラッシュ時に直通、低需要時間帯はピストン運輸。または直通便を途中から急行バ
ス化し、その後を普通便が追っていく大都市の鉄道のパターンもある。

 「わったーバス党」座談会について
ドライバーを含めた会や、乗客に対してのマナーアップを含めた項目があると違った視点の意見
が出て、利用向上につながるのではないか。

 総括
・利用者人口が減ってきている中で、新規ユーザーへのアプローチは必須。今利用可能性のある
人に向けた顧客開拓が必要。場合によっては痛みを伴うが、長期的に連携を取りながら議論を
重ねていく必要がある。
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■第２回意見交換会/配布資料1：議事次第



86

■配布資料２：出席者名簿
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■配布資料3：配席図
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■配布資料4：モニター調査結果



89

■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料4：モニター調査結果
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■配布資料5：那覇空港から路線バスの利用促進調査事業



101

■配布資料5：那覇空港から路線バスの利用促進調査事業
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■配布資料６（内閣府沖縄総合事務局）最新型交通情報端末等による交通結節点創出調査
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■配布資料7：（内閣府沖縄総合事務局）
沖縄の道路渋滞対策と新たな交通環境を考える有識者懇談会「中間とりまとめ」の概要
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■配布資料8：（沖縄県交通政策課）公共交通利用増へ向けた座談会
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■配布資料9：（浦添市）浦添市サイクル＆バスライド実証実験について（途中報告）
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■配布資料9：（浦添市）浦添市サイクル＆バスライド実証実験について（途中報告）



107

■第2回意見交換記録写真
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■第３回意見交換会/概要

第3回意見交換会：「新拠点における交通結節点の機能」に関する意見交換

開催日時 ：平成29年3月15日（水）16：00～17：30
開催場所 ：ダイワロイネットホテル那覇国際通り 1Ｆ会議室
進行 ：大井尚司大分大学経済学部准教授
出席者 ：沖縄県交通政策課、浦添市、浦添市土地開発公社、公共交通事業者、有識者
会議内容 ：①那覇空港路線バス利用促進調査結果（沖縄総合事務局）

②浦添市サイクル＆バスライド実証実験について（浦添市）
③浦添市の交通結節点の位置づけについて（浦添市）
④サンエー浦添西海岸計画について（浦添市）
⑤でだこ浦西駅土地区画整理事業について（浦添市土地開発公社）
⑥ゆいレールてだこ浦西駅について（沖縄都市モノレール）

主な意見交換のポイント

 那覇空港からの路線バス利用促進調査について
・那覇空港への利用者が急増しており、交通アクセスの需要の高まりにより那覇空港を起点とした路線
バスの利用活性化を図る目的。
・路線バス利用につながるような表示方法の検討。現状調査を行った後、改善方法を検討する協議を
行った。また、効果検証として利用者向けにアンケート調査を行った。

事業の一環として取り組んだ空港の現状調査やリーフレットに関しては高い評価を得たが、利用者目線か
ら見ての再現性として疑問視される意向も出た。また、那覇空港の現状の案内所や案内表示、バス乗り場
についての意見が挙げられた。

那覇空港の公共交通の利用促進に向け、大都市の空港のように到着口と隣接してバス等の公共交通機
関の案内所があるべき。
リムジンバスに関して、割高にはなるが、快適な点を挙げて促進につなげられないか。
インバウンドが増加傾向にある中で国際線にもバス停を配置する必要性があるのではないか。

 浦添市サイクル＆バスライド実証実験について・浦添市内の交通結節点の位置づけについて・西海岸再
開発エリアにおける交通結節点について・付則資料【（仮称）サンエー浦添西海岸計画新築工事全体平
面図・てだこ浦西再開発エリアにおける交通結節点について・ゆいレールてだこ浦西駅について

バス路線再編に関して各バス会社のバス運転手の人員の確保や人員を再投資できるような仕組みが必
要である。現在の状況では現状維持すら難しい。

新設される拠点について駐機場の確保や、乗り入れ口に関して、協議の際に各バス事業者も参加したい
意向があり、協議の場への参加に関しては施工側との話し合いが必要。
ノンステップバスの乗降に対応すべく縁石への配慮を整備事業者と調整を行う。

観光地へ観光バスの駐車ができない場所がある。路線バス停の問題と併せて観光バスの駐車スペース
の検討も行ってほしい。渋滞解消も含めてシャトルバスの運用を事業者側と検討する。

 総括
再編に関して、気を付けることは新拠点を作ってから、路線再編をスタートさせないこと。人は目的があ

れば集まる。再編というのは現状を改善することである。また、行政、事業者間、商業施設でも連携を取り
合っていただきたい。この会議に参加された皆様が総力戦で臨んでいただける体制をつくるきっかけになっ
たのではないか。空港に関しても特に行政は積極的に中核的な役割を果たしてほしい。
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■配布資料1：議事次第
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■配布資料2：出席者名簿
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■配布資料3：配席図
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■配布資料4：那覇空港からの路線バスの利用促進調査事業について
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■配布資料4：那覇空港からの路線バスの利用促進調査事業について
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■配布資料4：那覇空港からの路線バスの利用促進調査事業について
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■配布資料5：浦添市サイクル＆バスライド実証実験について
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■配布資料5：浦添市サイクル＆バスライド実証実験について
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■配布資料5：浦添市サイクル＆バスライド実証実験について
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■配布資料5：浦添市サイクル＆バスライド実証実験について
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■配布資料5：浦添市サイクル＆バスライド実証実験について
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■配布資料6：浦添市内の交通結節点の位置づけについて



■配布資料7：サンエー浦添西海岸計画について
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■配布資料7：サンエー浦添西海岸計画について
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■配布資料8：てだこ浦西駅周辺土地区画整理事業について
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■配布資料9：ゆいレールてだこ浦西駅について
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■第3回意見交換記録写真
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■公共交通に関する勉強会の開催/概要

 各自治体公共交通担当職員等を対象とした勉強会を開催した。
 地域密着型の交通施策行政を積極的に展開していく上で必要となる知己を深めることを目的とする。

研修目的 ：地域密着型の交通政策行政を積極的に展開していく上で必要となる知識を深める
※平成24年度より実施しており、今回が5回目

開催場所 ：沖縄総合事務局 ５階 海技試験室 （那覇市おもろまち２－１－１）
対象職員 ：県内自治体等交通政策担当職員
研修期間 ：平成２８年８月２２日（月） １３：００～１８：００

平成２８年８月２３日（火） ９：００～１５：００
研修定員 ：５０名
カリキュラム

○基調講演 福島大学経済経営学類准教授 吉田 樹
○事例紹介１ 千葉県南房総市役所副主幹 嶌田 紀之
○事例紹介２ 南城市企画室
○事例研究

カリキュラム及び講師紹介

基調講演 福島大学経済経営学類准教授 吉田 樹

＜略歴＞
2007年東京都立大学大学院都市科学研究科博士課程修了。首都大学東京都市環境学部リサーチ・アシスタン
ト、同助教を経て、2012年3月より福島大学うつくしまふくしま未来支援センター、2013年4月より現職。 専門分

野は、地域交通計画、地域観光政策、都市・地域計画。国土交通省社会資本整備審議会、同交通政策審議会
の臨時委員として、交通基本法案の検討に関わったほか、八戸市、三沢市、十和田市、北上市、山形市、武蔵
野市などの公共交通政策に携わる。 受賞:第34回交通図書賞（第一部経済・経営部門)『生活支援の地域公共
交通(学芸出版社)』（2010年）。

事例紹介1 千葉県南房総市役所副主幹 嶌田 紀之

＜略歴＞
平成4年3月旧富浦町役場入庁。平成18年7町村合併より南房総市誕生。平成18年４月〜平成22年3月企画部

企画政策課にて交通政策に取り組む。合併により不均衡が生じたコミュニティバス等の再編整備に取組、市内
地区長への説明や市役所庁内の連携・情報共有等を通じて、快速バスの運行やデマンド交通導入等、「機能と
役割を明確にした公共交通体系」の構築を図った。快速バスが来訪者にとって二次交通としての機能を十分発
揮できるよう、鉄道会社への積極的な売り込みを行う等、一時交通（鉄道・高速バス）との連携強化を図った。国
土交通省関東運輸局地域公共交通マイスター）

事例紹介2 南城市企画室

事例研究

各自治体のおかれた状況に合わせて、テーマを設定し、2グループに分かれ討議を行います。各グループで発
表後、講師より講評をする。
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■日程、配布資料

日程表  

日付 時間  

8月 22日

（月） 

13：00～13：10 開講挨拶 

13：10～14：40 基調講演 福島大学准教授 吉田樹 

14：40～14：50 休憩 

14：50～16：20 事例紹介１ 千葉県南房総市役所副主幹 嶌田 紀之 

16：20～16：30 休憩 

16：30～17：00 事例紹介２ 南城市企画室 

18：00～20：00 意見交換会 

8月 23日

（火） 

 9：00～11：30 グループ討議・発表 

11：30～11：40 休憩 

11：40～11：55 講評 

11：55～12：00 閉講挨拶 

12：00～13：00 昼食 

13：30～15：00 個別相談 

 

【資料1】基調講演 ：福島大学准教授 吉田 樹先生
「コンパクト+ネットワーク」の形成に求められる地域公共交通の戦略的マネジメント

【資料2】事例発表1 ：南房総市総務部企画財政課 嶌田紀之氏
「関係主体との合意形成の必要性について」

【資料3】事例発表2 ：南城市企画部企画室
南城市の取り組み事例紹介
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■出席者名簿

1日目 2日目 懇親会 個別相談 自治体 所属 氏名

○ × × × 那覇市 都市計画課 小濱　厚志

○ ○ × 大城　隆尚

○ ○ × 新垣　敦生

○ ○ ○ 古川　領

○ ○ ○ 玉城　一司

○ ○ × 協働のまち推進課 赤嶺　清

○ ○ × 都市計画課 志堅原　良平

○ ○ ○ ○ 宮古島市 商工物産交流課 坂下　拓郎

○ ○ ○ 安里　尚司

○ ○ ○ 城間　盛春

○ ○ ○ 大田　徹

○ ○ × ○ 読谷村 総務課 江田　守武

○ ○ ○ × 北谷町 企画財政課 田仲　康人

○ × × × 北中城村 企画振興課 名幸　真理

○ ○ × × 中城村 企画課 新屋敷　幸龍

○ × ○ 山城　司

○ × ○ 山城　侑人

○ ○ ○ 又吉　一樹

○ ○ ○ 宮城　真悟

○ ○ ○ ○ 与那国町 総務財政課 稲藏　杉作

○ × ○ 北部振興対策室 宮城　一博

○ × ○ 北部振興対策室 宇座　徳彦

政策推進課

都市整備室

糸満市

沖縄市

平成２８年度　地域公共交通勉強会参加者

×

○

○

× 企画政策課

企画室

×

×

東村○ 総務財政課

豊見城市

与那原町

南城市

北部広域
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■グループ討議メンバー

班名 自治体 氏名 班名 自治体 氏名

沖縄市 玉城　一司 沖縄市 古川　領

豊見城市 志堅原　良平 南城市 大田　徹

読谷村 江田　守武 宮古島市 坂下　拓郎

東村 又吉　一樹 運輸部 友利　早苗

南房総市 嶌田　紀之 運輸部 小橋川　亜弓

班名 自治体 氏名 班名 自治体 氏名

糸満市 大城　隆尚 北谷町 田仲　康人

糸満市 新垣　敦生 東村 宮城　真悟

与那国町 稲藏　杉作 運輸部 玉城　圭太

運輸部 平良　康晃 運輸部 大山　一平

Ａ班 Ｂ班

Ｃ班

グループ討議メンバー

Ｄ班



■勉強会の様子
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1日目

基調講演：吉田 樹氏 事例紹介：嶌田 紀之氏 事例紹介：南城市企画室

グループ討議の様子

講評の様子

2日目
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■課題と対応策
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